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書評：堂前亮平著「沖縄の都市空間」
小川護
〈一＞
本土復帰から25年目の節目を数えた年を迎えて、日本人全体にとって沖縄問題を改めて真剣
に考えなければならない時期にきている。このほど、沖縄の現実を理解する意味からも、また、
国際都市形成構想の具体化が進む中で、計画的な新しい都市空間が創出される上からも、地理
学を通じて地域理解がいかに必要であるかという好例ともいうべき、学術研究書、『沖縄の都市
空間』（古今書院、1997年発行)が刊行された。本書は1977～1992年までの15年間に渡り、沖縄
国際大学教授として大学教育に携わる一方、長年、沖縄本島および琉球列島をフィールドとし
て、人文地理学の立場から、沖縄の都市地域の特性、沖縄の都市空間研究、島填都市研究を中
心に数々 の研究成果を残してきた堂前亮平氏（現久留米大学教授）のこれまでの研究成果を集
大成したものである。本書は、地理学の立場から沖縄の都市特性について論究した、いわば｢沖
縄の都市誌」といえるもので、全部で六章、183ページより構成されている。
ところで、地理学の立場から沖縄の地域研究が本格的になされるようになったのは、1950年
代以降のことである。とりわけ、集落研究、移民研究などでは、琉球大学地理学教室のスタッ
フを中心に数々 の研究成果が発表されてきた。中でも、集落研究は、仲松弥松氏の『古層の村一
沖縄民俗文化論』（1977年)、田里友哲氏による『論集沖縄の集落研究」（1983年）、安仁屋
政昭氏・玉城隆雄氏・堂前亮平氏の共著である「共同店と村落共同体-沖縄本島北部農村地域の
事例」南島文化創刊号（1979年）などがあげられる。これらに対し都市地域の研究事例は少な
く、しいてあげるならば､田里友哲氏｢コザ市の都市形成についての一考察｣沖縄文化研究（1971
年）、中山満「那覇市の商業地域の性格と課題」地理16-1(1971年）などで、いずれも復帰直
前のものである。それゆえ、本書の刊行は空白ともいえる地理学の立場からの沖縄の都市研究
を補うものとして意義深いものと思われる。
〈二＞
次に紙数の関係もあるが各章ごとの内容について紹介してみたい。
第I章「沖縄の都市研究の意味するもの」は本書の研究の目的・意義についてまとめられた
章で、1．「ウチナー（沖縄）とヤマト（日本本土）の構図から｣、2．「沖縄の都市研究へのアプ
ローチ」いう二節から立論されている。本章では「沖縄」の位置づけについて、沖縄は日本の
単なる一つの県というのではなく、本土と対比できる自然環境、社会、文化をもった地域であ
ると位置づけ、沖縄の都市はこのような特色のある沖縄の地域的性格を十分に反映して形成さ
れたものであると示唆している。さらに、それらの地域性を反映した沖縄の都市研究が、わが
国における都市地理学研究の中で看過されてきたことを取り上げ、沖縄の都市研究の意義を提
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示している。
この章の中で、沖縄をヤマトとの対比の中でどのようにとらえるかということで、一つに東
アジアおよび東南アジアのかかわり合いの中から、地理的位置を「琉球王国の対外交易」とい
う図を用いて示し、沖縄がアジア諸国とのかかわり合いの中で地理的優位性にあることを解説
して、読者の理解を助けている。さらに、現在、ますます盛んになる「沖縄学」の歴史的発達
過程と学際的研究の立場からの「沖縄学」が必要であること、沖縄独自の二つのシマ（地形と
してのシマと血縁的あるいは郷友会などからなる村落共同体としての意味）からのアプローチ、
そして本土化の中に組み込まれつつある沖縄について、1972年の本土復帰の歴史的経過や地名
などの沖縄の本土化などを、地名改変の代表例である那覇市金城町の地名呼称の改変である、
「きんじよう」問題を例示しながら述べている。
第2節の沖縄の都市研究のアプローチでは､今世紀に入り、わが国を含めた先進諸国の約70%
が都市地域に人口が集積し､また第三世界の国々などの都市化の具体的事例を掲げながら､1950
年代以降、都市地理学研究が盛んにおこなわれるようになったことについて論究している。さ
らに今日、都市地理学研究も都市空間システム、人間主体の都市地理学研究、海外の都市地理
学研究など、多岐にわたることを幾多の研究例を掲げつつ、本書で扱う都市の定義を山鹿誠次
氏が述べている「都市は大きい人口集団が密集した地域で、第二次、第三次産業に依拠すると
ともに、周辺の地方の中心として高次の社会的・経済的・文化的活動が行われ、そのため複雑
で多様な構成をもつところ」という概念で本書が立論されていることを強調している。
第II章｢沖縄の都市化と都市形成」は、著者の都市研究の中核をなすべきものといえる章で、
1.人口からみた沖縄の都市化、2.沖縄コナベーションから成り立っている。
第1節は、第I章と同様に本書のために書き下ろしたもので、明治期から戦前･戦後を通じ、
沖縄における人口数の変化とその社会的背景について論じつつ、人口の変化からみた、全国に
おける沖縄の位置づけをおこなっている。とくに戦前における沖縄の人口推移は、沖縄経済の
低迷や出稼ぎ、海外への移民などによって、停滞したことなどをあげている。さらに戦後の人
口数の変化では、1950年には、69万8827人であったのに対し、1990年において122万2398人と
増加し、同様に人口増加率は、40年間で74.9％を示し、全国の県の中で人口増加率の高い県と
なっていることを指摘している。この背景として、著者は、第一に、本土復帰後、国の財政援
助による経済活動の活発化、第二には、若年者の就職において県内指向が根強いためだと掲げ
ている点などは、今日の沖縄における経済の問題の一端を反映してるといえよう。
さらに、沖縄の離島地域における人口現象の特性の具体的研究例として、下地町を人口数と
その分布、人口構成（質）とその分布、人口の地域的移動という視点から分析している。それ
によると、第一に、宮古全体の人口分布の推移を半世紀ごとのオーダーでとらえた時、19世紀
未では人口はホモジニアス的な状態であったが、その後は平良市への人口集中が顕著になり、
沖縄全体に占める宮古の人口の割合が減少していること。第二に、宮古の中でも人口減少の著
しい下地町の場合、1972年以降、人口数の自然増加は微増しているのに対し、社会増加はマイ
ナスとなっていること。さらに人口構成をみると、下地町の中心部に近い上地・川満以外では
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15歳未満の人口が極端に少ない「ひょうたん型」を示し、それに対して、上地・川満において
は、15歳未満の幼年人口が多くなっていることを明らかにしている。産業別人口構成の面でも、
下地町全体では、第一次産業が特化しているが、町の中心部とそれに隣接する上地・川満では
第三次人口の比率が40％台であることを示している｡第三に人口の地域的移動においては､1975
年と1989年の二時点をとり、下地町内部での人口移動では、中心部に近い上地・川満への人口
移動が見られること、さらに島内の人口移動では、家族の移動を中心として平良市の下里・西
里への移動が顕著であることを明らかにしている。島外への人口移動では、本島の那覇市をは
じめとする本島中南部地域への移動が大部分を占め、県外の移動は単身者を中心に、首都圏が
多いことなど、離島地域における人口移動の実態を解明している。また、移動先では、相互扶
助を目的として「下地郷友会」や各字ごとの郷友会を組織し、沖縄の地域性の一つともいえる
「シマ」社会の再現がなされていることなどについて述べている。
第2節の沖縄コナベーションでは、本島南部に位置する那覇市から中部地区の浦添市から具
志川市をへて石川市にいたる連続した市街地を、Geddesによる連接都市(=Conurbation)の
概念を用い、沖縄コナベーションと位置づけ、本島の那覇市から石川市までのコナベーション
の形成過程と、その都市構造の変容について立論している。
それによると沖縄コナベーションの形成としては、戦後、那覇市は、政治・経済・文化の中
心地として、都市化が進んできたのに対し、浦添市から石川市にいたる中南部の都市は、1950
年代に広大な米軍基地が建設され、それに伴い基地に就業と稼得とを求めて、人々 が集まり｢基
地の街」として成長したこと。また、これらの都市の都市化は、幹線道路にそって発達し、沖
縄コナベーションが形成されたことなどを詳述している。また、沖縄コナベーションの形成要
因として、第一に、米軍基地建設に伴なう、所得の低い本島北部や離島から中部地区への人口
移動。第二には、都市を支える基盤としての沖縄の経済構造の特異性。第三としては、自動車
社会による幹線道路沿いの市街地化などをあげている。また、著者は、沖縄コナベーションの
変化についても触れ、それらの連接都市が線的都市形態から面的都市形態に変わりつつあるこ
と、それと同時に各都市が機能分化をおこしていることなどについても述べている。
ところで著者の沖縄コナベーションの研究は地理学会でもある一定の評価を受けている。そ
の背景として、従来のコナベーションのタイプは大都市の一方的な都市化により、その都市圏
に包括される形で小都市市街地が連続して連接都市が形成される場合かあるいは、複数の都市
が連続して、都市規模に著しい差がない場合の都市市街地の連続によって形成された、何れか
のパターンであった。それらに対し、沖縄コナベーションは二つのパターンの複合ともいえる
新しいタイプのコナベーションであること。第二に、世界的にみても、大陸あるいは主島（沖
縄の場合は本土）からかなり距離のある島喚地域において、人口増加が著しく、しかも100万人
以上という大都市を形成しているという、世界的にみても類例のない都市化された島喚にもか
かわらず、都市地理学研究がほとんどなされていなかったということなどがあげられよう。い
ずれにせよ、今日の本島における県、あるいは中南部の地方自治体の地域政策において、本研
究の成果の一端が生かされているのも事実である。
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さらに、本章では、離島における都市化の事例研究として、八重山諸島の中心地である石垣
しか
島四箇を取り上げ、その特性、とくに石垣島四筒（石垣市街地）に人口・事業所が集中して一
極集中型の都市となっているプライメイトシテイ現象について、その形成要因を明らかにして
いる。それによると、石垣島四箇は、日本各島に占めるDID人口（人口集中地区）の比率が
66.6％と最も高く、それと同時に、八重山諸島の事業所数なども極度に集中するプライメイト
シテイ現象を形成していることを示している。四箇におけるプライメイトシティ現象を呈する
に至った都市形成過程では、第一に、蔵元（琉球王府の出先）が1543年に竹富島から石垣島の
大川村に移されたことを契機として、四箇が行政の中心になったこと。第二に、国、県などの
出先機関、会社、銀行などの設立に伴う中枢管理機能が高まり、加えて八重山諸島における海
上交通の拠点として人口増加がみられたこと。第三には、第二次大戦後のマラリア病の根絶に
伴う、八重山諸島の人口増加の中で、その中心都市として四箇の人口が増加したこと、第四と
しては、復帰後の八重山諸島の観光地化に伴って四箇がその拠点として発達したことをあげて
いる。また、四箇がプライメイトシテイ現象を形成する要因として、第一に、八重山諸島にみ
られたマラリア有病地域がたとえば石垣島の場合、島の南側を除く地域全体であったため、必
然的に集落は四箇をはじめとする南側に集中せざるをえなかったこと。第二に、多くの島喚か
らなる八重山諸島の交通の拠点として発達したこと。第三には、復帰後の沖縄の観光地化に伴
う離島ブームを反映して、八重山諸島の観光地化も進み、その中心拠点として四箇の役割が増
加したこと。そして第四には、島喚地域の都市の特性ともいえる日常生活の完結性を背景とし
て、都市に必然的に多種類の事務所が増加することなど、興味深い分析を行なっている。
第Ⅲ章「沖縄における社会集団と都市空間」は、著者のもう一つのテーマである沖縄の都市
に生きる沖縄固有の社会構造であるシマ社会（村落共同体社会）についての研究成果をまとめ
たものである。その中で、基底社会としてのシマ社会（村落共同体社会）が都市の中に形成さ
れている社会空間と、活発な異文化交流の歴史が生んだ外国人の社会空間から、沖縄の都市特
性を明らかにしたものである。
本章は、1.沖縄の中心商業地区と本部町出身者、2.沖縄におけるインド人の生活空間、3.近
代の宮古島平良における商業空間の形成一寄留商人街をめく、って－から成立している。
第1節の沖縄の中心商業地区と本部町出身者では、沖縄の都市中心部に視点をおき、都市の
商業中心地区に転入してきた同郷人たちが商業地区形成にいかに係わってきたかを考察したも
のである。研究事例地域としては、基地の町として特異な都市形成をしてきた沖縄市の中心商
業地区に焦点をあて、本島北部の本部町出身者との関わりから考察を進めている。それによる
と、沖縄市は、戦後米軍基地建設とのかかわりで生まれ、沖縄各地、南九州をはじめアメリカ、
フィリピン各地から建設業者、建設作業員、稼得を求めて集まった人々 により形成された都市
であるため、外からの転入者を容易に受け入れる下地があったこと。さらに、沖縄市の中心商
業地区が軍用地の開放により変化したこと。すなわち、現在の一番街あたりが開放されるにあ
たり、都市計画によって住居や商店の建設が始まったが、その時の都市計画の測量技師が本部
町大浜出身の人であったため、この人の紹介で一番町に移った人もおり、本部町出身者が集ま
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る切っ掛けとなったことなどを述べている。そして本部町出身者の親睦や相互扶助を目的とす
る1967年の「コザ市本部郷友会」の結成を背景として、親・兄弟・親戚などの血縁関係、ある
いは地縁関係を頼って、一番街に移り住み、一つのシマ社会を形成したプロセスについて明ら
かにしている。
第2節の沖縄におけるインド人の生活空間においては、外国人の居住人口の多い沖縄におい
て、居住地にみられるセクリゲーション（すみわけ）現象について、沖縄に居住するインド人
を取り上げ、その居住地域形成過程を異文化接触という視点から分析したものである。結果と
して、わが国におけるインド人の居住地は、東京・神奈川、大阪・神戸に集中しており、地域
的に特化している。とりわけ、沖縄におけるインド人社会の形成は、戦後建設された米軍基地
と関係しており、米軍人・軍属を相手にテーラーの個人店として独立した。それらのことを反
映して、インド人の居住地域は、嘉手納基地を控えた沖縄市とそれに隣接した北中城村に集中
していることを指摘している。加えて、インド人の居住人口が特に特化している中央地区と泡
瀬地区では、インド人のコミュニティの核としてのヒンズー寺院も建てられており、結果とし
て、インド人の沖縄本島における人口移動も、中央地区と泡瀬の問を移動しているにすぎない
ことなども明らかにした。
第3節の近代期の宮古島平良における商業空間の形成一寄留商人街をめぐって－は、異質な
地域社会に入り込んで経済活動を行う寄留商人という社会集団によって形成された、商業空間
である寄留商人街を通じて、近代奄美・沖縄の都市特性を明らかにしたもので、本節では、近
代の宮古島平良に形成された寄留商人街を軸に、都市を構成する重要な空間である商業空間の
特性について、社会集団と空間の関わりから論究している。それによる.と、宮古島に寄留商人
が本格的に進出したのは廃藩置県以後のことで、宮古の寄留商人は、他県出身（とくに鹿児島
県人）の寄留商人と、主として那覇市出身の寄留商人にわけられること。宮古島に進出してき
た背景として、沖縄の中でも当地は新開地であり、進出しやすかったこと、また宮古諸島は、
砂糖､宮古上布などの王府時代の貢ぎ物品に歴史をもつ豊かな商品の生産物を有していたこと。
第二に、寄留商人街は、宮古島の場合、最初は潅水港付近から次第に現在の平良市の中心部に
あたる西里通りや市場通りに移動し、経営面でも大部分は宮古島外出身者の寄留商人であった
が、そこに働く従業員は、宮古出身者であった。第三には、平良を構成する商業空間は前述の
寄留商人街に加えて、地元宮古の人々によって日常の食料品を販売する商いｶﾇなされる市場、
那覇を中心とする沖縄県出身者、宮古出身者、他県出身者など多くの地域出身者による経営が
みられる料亭街などの3タイプに地域分化していたこと、そして第二次大戦末期の沖縄戦に入
ると、寄留商人の多くは宮古島から引き上げていったことなどを明らかにした。
第IV章「沖縄の伝統的商業空間」は、1.伝統的商業空間としての公設市場、2.共同店を中心
に論述されており、都市の中の公設市場も、村落の中の共同店も、地域の人々とのかかわり合
いを基盤にすえて、今も存続している商業空間であることを強調し、これらを通じて、沖縄の
都市の基本ともいえる沖縄のシマ社会（村落共同体）についてまとめたものである。とくに第
1節の伝統的商業空間としての公設市場は、本書のために書き下ろしたもので、日本における
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市場研究の系譜、沖縄における市場の変遷、戦後の公設市場の形成など、詳細にまとめられて
いる。中でも、本文中の1700年代初頭の那覇の市場の図録や、昭和15～16年の那覇の市場の分
布図、そして、戦後再建された公設市場のほか、浦添市の屋富祖に二つの私設市場がつくられ、
当時の浦添市の中心商業地区であったことなどは、大変に興味深い。さらに本節では、今日の
公設市場の研究事例として、糸満市公設市場をとりあげ、糸満市公設市場を取り囲む商業環境
と公設市場の存立基盤である買い物客と販売人という視点から分析を行っている。いずれも、
そこには、近代的な商業施設ではみられない、沖縄の地縁・血縁を背景とした人間関係の一端
をかいまみることができる。
第2節の共同店では、沖縄本島の農山村地域や離島の一部にみられる商店経営の一つのタイ
プで、字の全住民の出資で運営されている商店、すなわち「共同店」を中心に論及したもので
ある。村落の中には、共同店だけが唯一の商店であるところも存在し、そのようなところでは、
共同店が村落の「まち」的役割を果たしているのである。そういった意味からも、共同店とい
う伝統的商業空間の特質をさぐり、いわば､村落共同体のシンボルともいえる共同店を通じて、
沖縄の都市の基層にある沖縄のシマ社会を論じることの意味は大きいといえる。本節では、著
者が沖縄国際大学勤務していた時代､南島文化研究所の共同研究である｢共同店と村落共同体一
沖縄本島北部農村地域の事例一」の成果のうち、著者が直接担当した、沖縄本島北部地区の安
田（あだ）村落を事例としてまとめたものである。この節の研究成果は、1983年の日本地理学
会秋季学術大会（齢琉球大学）のシンポジウム「サンゴ礁地域（島喚）の自然と社会」でも
発表され、高い評価を受けた。
最後の章である第V章「島喚都市空間論」は、第1節において、島喚都市の特性、日本と海
外の都市、とくに著者が1984～85年にかけて沖縄国際大学の国外研修制度でワシントン大学で
研究生活を送った時の成果である、アメリカ・ワシントン州、サンフアン諸島の島喚地域特性
の事例研究と比較研究しながら、沖縄の都市特性について、島唄地域とその地理的位置から、
あるいはシマ社会（村落共同体）と米軍基地との関連という視点から論及し、第2節で結びと
している。
〈三＞
以上、本書の内容の一端を紹介してきたが、本書は、冒頭に述べたように、著者が沖縄国際
大学教授として勤務していた時代における、都市と社会空間を中心とする沖縄の地域研究の成
果を集大成したものである。
本書のあとがきには次のように記されている。「…米軍基地問題､海域の汚染にみられる環境
問題、交通問題、水問題など、沖縄の抱える課題は多いが、都市問題も重要な課題のひとつで
あると考える。この沖縄のさまざまな都市問題も突き詰めると、米軍基地の存在に突き当たる。
米軍基地のない、平和でしかも活力ある沖縄になることを願ってやまない｣。
本土復帰から今年で25周年。〈一>のところでもふれたように、今日ほど、わが国国民一人一
人が、真剣に沖縄の問題について考え、議論する時代はなかったように思われる。そういった
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意味からも、本書の出版された意義は、地理学だけではなく、沖縄研究という位置づけからも
大きいのでないだろうか。本書は、類書に有りがちな既存資料によってのみまとめられたもの
とちがい、長年の著者自身による、フィールドワーク（現地調査）という地理学の主たる調査
方法に基づく、詳細な研究成果により構成されており、論旨にも説得力がある。また、文章も
平易で、地図、写真、図表なども多数掲載され、学術書にみられがちな堅さもなく、一般の方々
にも理解しやすい編集となっている。上述の問題を考える上からも、あるいは郷土「沖縄」を
見つめなおす意味からも、多数の方々に勧めたい好害である。
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